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取 扱 説 明 書

ライソン株式会社  お客様サービスセンター
〒577-0034
大阪府東大阪市御厨南2-1-33

 06-6789-1199 月～金（祝日のぞく）10～16時

CERAMIC
COFFEE MILL

このたびは、お買い上げいただきまことにありがと
うございます。この取扱説明書をよくお読みにな
り、正しくお使いください。ご使用前に「安全にお
使いいただくために」を必ずお読みください。この
取扱説明書はお読みになった後も、大切に保管し
てください。

®

〔 2021年5月 改訂 〕
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安全にお使いいただくために
ご使用の前に必ずお読みください。
この説明書には、ご使用になる方やその周辺にいる方々や物へ
の危害や損害を未然に防ぐためのお守りいただきたい事項を記
載しています。製品を安全にご使用いただくために内容を十分にご理
解いただきますようお願いいたします。

※誤った使用方法で発生するすべての事柄に対して、
　弊社は一切の責任を負いかねます。ご了承ください。

●不安定な場所や状態で使用しないでください。
●『ハンドル』は時計回りに回してください。反時計回りに回したり、
　空回しはおこなわないでください。
　※『挽き臼』を傷める原因になります。
●本体を落としたり、ぶつけたり等の強い衝撃を与えないでくだ
　さい。　※『挽き臼』がカケたり、割れたり等の破損の原因になります。
●火のもとの近くで使用したり、置かないでください。
　※製品が溶けたり、変形の原因になります。
●使用中は小さなお子様を近づけさせないようにしてください。
●お手入れの際は油を差さないでください。
●直射日光の当たる場所で放置しないでください。
　　※製品劣化の原因になります。
●子供だけで使用させたり、幼児の手の届くところに置かないで
　ください。　※やけどやケガを負う可能性があります。

○コーヒー豆以外は使用しないでください。
　※破損の原因になります。
○本体の内部の隙間や段差に小さく割れたコーヒー豆が入り込
　んで、スムーズにコーヒー豆が落ちずに『ハンドル』が空回りす
　ることがあります。本体を時々軽くたたいて使用してください。
○長期間の使用によって『挽き臼』が磨耗し、切れ味が落ちてい
　きます。コーヒー豆の挽ける量が著しく少なくなったら製品
　を買い替える目安です。

注 意 この表示は、内容を無視すると対人的に障害を負ったり、
対物的に損害の発生が想定する内容を示しています。

使用上の注意

セット内容・各部名称
専用収納袋本体（収納時）

固定ネジ

ハンドル

フ タ

豆投入口＋
挽き臼（上段）

挽き臼（下段）

ワッシャー

調節ネジ

受け容器

『フタ』に『ハンドル』を取り
付けて『固定ネジ』を時計
回りに回して固定します。

ハンドルの付け方

①
②

※『豆投入口＋挽き臼（上段）』の中に入っている
　バネは絶対に外さないでください。

くぼんでいる方が下です。

●豆投入口＋挽き臼（上段）

●挽き臼（下段）

■消耗部品
※右記に記載されているのは消耗部品です。
　自然摩耗または自然劣化していることに起因して
　故障が発生した場合、保証の対象外となります。

下図のように『フタ』の
ネジに『ハンドル』の穴を
合わせてから、『ハンドル』を
押さえながら『固定ネジ』が
回らなくなるまで、しっかり
固定してください。

『ハンドル』の穴『フタ』のネジ

正しい付け方誤った付け方

隙間があいている
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固定ネジ

ハンドル

粗く 細かく

凸部分
粉末状のコーヒー豆

凹部分

挽き目の調節方法1.
①本体から『受け容器』を反時計回りに回して外します。【図.1】
　※『豆投入口』から『フタ』を外すときも同じ手順でおこなってください。

②『ハンドル』が動かないように持ち『調節ネジ』を回転させて、粗さ
　を調節してください。時計回りに回すと細かく、反時計回りに回す
　と粗くなります。【図.2】
　※時計回りに締めすぎると『ハンドル』が回らなくなり、『挽き臼』
　　を傷める可能性があります。

③粗さを調節したら、『豆投入口』の凸部分と『受け容器』の凹部分を
　合わせて【図.3】、①と逆の手順で取り付けてください。

ご使用方法 

【図.2】

【図.1】

【図.3】

豆を挽く2.

【図.5】

【図.6】

【図.4】

調節ネジ調節ネジ

反時計回りに回して
ロック解除 引っ張って外す

①『フタ』を外し、『豆投入口』からコーヒー豆を入れたら、『フタ』を
　閉じてください。
　一度に入れる量は約20gまで。（コーヒー 2～3杯分）

②『ハンドル』のグリップ部分を開いて伸ばしてください。【図.4】

③本体をしっかりおさえ、ゆっくりと『ハンドル』を時計回りに回して
　挽いてください。【図.5】
※反時計回りに回すと、『挽き臼』を傷めるので絶対におこなわないで
　ください。

④コーヒー豆を挽いたら『受け容器』を取り外します。『受け容器』に粉
　末状のコーヒー豆がたまっていれば完成です。【図.6】
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挽き臼（下段）

保証書

製品仕様

お手入れ方法
【『挽き臼（下段）』・『調節ネジ』以外のお手入れ方法】
○水で濡らし固く絞った薄い布で受け容器を拭き
　取ってください。
○拭いた後は完全に乾燥させてから組み立ててくだ
　さい。
※丸洗いしないでください。
　隙間に水が入り込み、製品劣化の原因になります。

【『挽き臼（下段）』・『調節ネジ』のお手入れ方法】
○『ハンドル』が動かないように持ち、『調節ネジ』を反時計回りに回
　して、外してから丸洗いしてください。
○柔らかいスポンジに食器用洗剤をつけて洗ってください。
　この時、たわしや固いブラシなどは使用しないでください。
○洗い終わったら、完全に乾燥させてから組み立ててください。
※分解して洗う際、部品をなくさないようご注意ください。

調節ネジ

サ イ ズ

重 　 　 量
豆  容  量
付  属  品

材　　 質

約 W50 × D50 × H 180 ｍｍ
（ハンドル含まず）
約 20 g（コーヒー 2～3杯分）
約 290 g
専用収納袋
セラミック、 PP、 ABS、 PMMA、
ステンレス

※製品改良のため、仕様・外観は予告なしに変更することがあります。

お客様サービスセンターお客様サービスセンター

〈 キリトリ 〉〈 キリトリ 〉

〈 キリトリ 〉

※この保証書は販売店様の日付けの入ったレシートまたは領収書がなければ無効となります。

※

※

製品コード

お　客　様

販　売　店

お名前

ご住所 〒

電話番号

電話番号

住所・店名

お買い上げ日 保証期間年　　月　　日

製品名

店 舗 印

当製品の保証書にご記入されたお客様の個人情報は、修理・交換後の製品発送のみ使用し、
それ以外に使用したり、第三者に提供することは一切ございません。

※印欄は必ず記入（もしくは押印 ）してください。

保証規定
保証期間内に取扱説明書の注意書きに従った正常な使用状態で故障及び損傷した場合には、
弊社が無料保証いたします。弊社「お客様サービスセンター」にご依頼ください。
保証期間内に故障した場合には、製品と本書をご持参・ご提示の上、弊社「お客様サービス
センター」にご依頼ください。
保証期間内でも次の場合には保証対象外になります。
①弊社「お客様サービスセンター」以外による分解・修理及び改造をおこなった場合
②お客様の過失・不注意（  使用上の誤り、製品をぶつけたり落下等による強い衝撃を与える
　など ）による故障及び損傷
③取扱説明書に記載されている消耗部品が自然摩耗または自然劣化していることに
　起因して故障が発生した場合
④火災・地震・その他の天災事変による故障及び損傷
⑤本書の掲示がない場合
⑥本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは字句を書き
　換えられた場合
⑦他人へ譲渡した場合
⑧正規販売ルート以外で購入した場合
レンタルなどによる貸し出し、オークション等による転売・中古販売、及び譲渡によって発生
した故障・損傷・劣化・損害・事故などに対して一切の責任を負いかねます。ご了承ください。
本書は日本国内においてのみ有効となります。
本書は再発行いたしませんので紛失しないように大切に保管してください。

1.

2.

3.

4.

5.
6.

保証書

ceramic コーヒーミルKOGR-002

本書は保証期間内に本書記載内容で無料保証をおこなうことをお約束するものです。お買い上げの日から
保証期間中に故障が発生した場合は、本書をご提示のうえ、弊社お客様サービスセンターにご依頼ください。

お買い上げ日より : 3ヶ月ヶ月t

販売店さまへ

発売元

〒577-0034 大阪府東大阪市御厨南2-1-33
ライソン株式会社

〔 月～金（祝日除く） 10時～16時 〕
TEL  ０６－６７８９－１１９９


